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特徴の異なる長石のルミネッセンス信号と地球科学への応用
Characteristics of various feldspar IRSL signals and their applications
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近年，長石の赤外励起ルミネッセンス（infrared stimuilated luminescence; IRSL）の発光メカニズムに関す
る理解が進み，それとともに異なる条件で測定された信号の特徴が明らかになってきた．長石の年代測定で現
在主流となっているpost-IR IRSL (pIRIR) 法は従来の低温で測定するIRSLと比べ，フェーディングの影響を受
けにくく安定な信号が得られることが知られている．このうちもっとも普遍的に用いられるのはpIRIR150,
pIRIR225およびpIRIR290（数字は測定温度）であるが，pIRIRの測定温度の選択方法には明確な基準がない．これ
らを比較すると高温のpIRIRほどよりフェーディングしにくく，熱的にも安定であるが，ブリーチしにくいこと
が明らかになってきた．したがって高温のpIRIRは河川堆積物など，ブリーチが難しい環境で堆積した堆積物に
は不向きと言える．一方，IRSLの測定時に励起光として用いる発光ダイオード（以下LED）にパルスをか
け，LEDがオフの時にのみ信号を測定するパルスIRSLからもフェーディング率の少ない安定な信号を得ることが
できる．最近の研究により，パルスIRSLは安定であるだけでなく，pIRIR よりも早くブリーチすることが明ら
かになった．本発表ではこれらの特徴の異なる長石のルミネッセンス信号について解説するとともに，最近開
発されたOSL熱年代学についても紹介する．
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